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授業、始まりました。 
 

夏休み明けの全校集会が今年は８月２４日にありました。３年生は翌日から授業が始まっています。 

全校集会といっても、連日話題の“あの”病のせいで体育館に集まることはできず、年度当初と同様、

校内放送の形をとりました。校長先生が講話で、生徒と直接話ができないことがとてもさみしい、と述べ

られていましたが、他の多くの先生にとっても同じ気持ちです。生徒と教師のリアルタイムのやり取りが

何物にも代えがたいと感じているからです。 

もしすべての授業がオンラインで行われるとしたら、時間通りに終わるというメリットはあります。し

かし、大学ではオンライン授業がすすむ一方、レポートの書き方がわからないなどの不安を抱えた１回生

が多いようです。教えあうための新たな友だちがいないのもさることながら、直接先輩に教えてもらうこ

とさえもできません。自分自身が“自律的”にならないと困難なまま時は過ぎてしまいそうなのです。 

いくら通信技術が発達しても、学校の性格を考えると、生のやり取りに勝るものはないのです。授業以

外の場面でも、「友だちに会える」など、お金には換算できない価値ある機会がたくさんあるからです。そ

れは高校においても同様です。 

でも授業において、従来までの質・量を維持しようとすると、今年はかなり無理をしなくてはいけませ

ん（年度当初に触れたことです）。そのために君たちには例年以上に自分を律してほしいのです。 

●課された課題はきちんと消化すること。 

●模試は受けっぱなしにしない。 

●授業に「参加」し、何かを「得る」こと（＝チコちゃんに叱られるようなマネをしない）。 

今一度自分自身に言い聞かせましょう。それを継続しないと効果は半減してしまいます。 

 

 

面接練習に臨みました。 
 

去る８月２１日（金）に、就職希望者対象の「模擬面接」が郷の音ホールでありました。今年は就職試

験を受けるまでのプロセスもずいぶん変更があり、君たち自身が「万全の体制ではない」と例年以上に強

く感じているのではないでしょうか。 

私もあるグループの動きに同行しましたが、何とかして話そうとする様子から、よく健闘している印象

を受けました。でも自分が答えたことに対してさらに問われると、満足のいく答え方ができず、誰もが苦

戦していたようにも感じました。 

自分自身のことなのに、十分な応答ができないのはなんとも悔しいことでしょう。自分が不十分だった

原因を技術不足と言うのは簡単ですが、満足な表現ができない背景には自分の考えの浅さや、社会と自分

を関係づけた視点に不足していることが考えられます。物事の根本を追求し、人間としてのあるべき姿を

描かないと表現に広がりが生まれません。 

話術の向上だけをめざすのではなく、裏付けに基づいた表現ができるようになってほしいのです。 

 

 



 

 

就職を希望する人にとって、高校卒業までに身につけた知識・教養が生きる上での基本です。当然なが

ら適切なツールを持っていなければ困難に陥ることもあります。でも、何がどこで役立つかは誰にもわか

りません。ジャーナリストの池上彰さんは、「今役に立ちそうにないものは、いつか役に立つ」と大学の講

義でしばしば言われています。 

卒業までの時間はまだあります。いつか使えるかもしれないものと思って、これから見聞きすることを

どんどん蓄積しましょう。 

 

９月の予定（１０月初めまで） 

日 月 火 水 木 金 土 

 ８／３１ 

 

１ 

耳鼻科検診 

２ 

眼科検診 

３ ４ 

 

共通Ｔ出願説明会 

５ 

 

６ 

全商英語検定 

７ ８ ９ 10 11 12 

★模試 

★看護・医療模試 

13 

★模試 

 

14 15 16 17 18 

推薦入試サポートＧＤ 

19 

20 21 

敬老の日 

22 

秋分の日 

23 24 

AM:授業 

PM:体育大会準備 

25 

体育大会 

26 

27 

全商情報処理検定 

28 29 30 

体育大会予備日 

10／１ 

創立記念日 

10／２ 

後期始業式 

（２ｈ～授業） 

10／３ 

 

 

保護者のみなさまへ 

夏休み中は暑い中、三者面談にお越しいただき、ありがとうございました。 

  面接練習が始まると、本格的に進路に向けて動き出した印象を強く受けます。いよいよ各自がそれぞれの

動きを見せ始めるのですが、進路の決定は、個人戦で臨むのではないという意識を持ってほしいと考えてい

ます。見せかけは孤独な戦いですが、それを支えるモチベーションの形成には同級生たちの存在が無意識の

うちにはたらいています。よい意味で張り合いや励ましあいに支えられて乗り切るものが入試や就職試験だ

と思うのです（したがって、自分が突破したら終わりだと思ってほしくないのです）。 

  この世の中は「誰かの仕事によって支えられている」のですから（某社のＣＭのようですが…）。 


